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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月6日(2014.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
油相中に以下の（ａ）～（ｄ）を含有することを特徴とする化粧料
（ａ）UV-A領域の紫外線を吸収する紫外線吸収剤
（ｂ）ジメチコン
（ｃ）フェニル変性ジメチコン
（ｄ）メトキシケイ皮酸エステル
【請求項２】
UV-A領域の紫外線を吸収する紫外線吸収剤がジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香
酸ヘキシル及び/又はｔ－ブチルメトキシベンゾイルメタンであることを特徴とする請求
項１記載の化粧料
【請求項３】
粉末化粧料であることを特徴とする請求項１又は２記載の化粧料
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
このため、紫外線散乱剤の配合により紫外線防御効果を十分に発揮させることには限界が
あり、期待する紫外線防御効果が得られる粉末化粧料が望まれていた。そこで、紫外線を
吸収して主に熱エネルギーに変換することで高い紫外線防御効果が得られる紫外線吸収剤
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が用いられるようになってきた。紫外線吸収剤は、少量の配合で、特定の波長領域の紫外
線に対する効果的な防御効果を化粧料に付与することが可能である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
（４）本発明のメトキシケイ皮酸エステル
本発明の粉末化粧料は必須成分としてメトキシケイ皮酸エステルを含有する。このような
メトキシケイ皮酸エステルには市販品が存在するので、市販品をそのまま用いることもで
きる。具体的な市販品としては、「Uvinul MC80」（BASF社製）、「パルソールMCX」（Ｄ
ＳＭ ニュートリションジャパン社製）、「Eusolex 2292」（メルク社製）などが挙げら
れる。
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